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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ロジンエステルを形成するためにロジンをアルコールでエステル化する工程；及
び
　（ｂ）表面積５００ｍ２／ｇ～２０００ｍ２／ｇを有する微細孔の多孔質吸着剤の中に
前記ロジンエステルを流す工程、を含むロジンエステルの製造方法。
【請求項２】
　前記ロジンエステルは、２５℃で１，０００ｃＰ以下の粘度である、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．０５ｍＬ／ｇ～０．４ｍＬ／ｇの範囲のミクロ孔容
積、０．１ｍＬ／ｇ～１．２５ｍＬ／ｇの範囲のメソ孔容積、０．１ｍＬ／ｇ～０．７ｍ
Ｌ／ｇの範囲のマクロ孔容積、またはそれらの組み合わせを含む、請求項１または２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記微細孔の多孔質吸着剤は、活性炭を含み、工程（ｂ）が、前記活性炭を含む固定相
の中に前記ロジンエステルを流す工程を含み、ここで前記固定相は、さらに追加の炭素質
材料または追加の非炭素質吸着剤を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記追加の非炭素質吸着剤は、シリカを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記活性炭は、異なる平均孔径を有する二種以上の活性炭のブレンドを含む、請求項４
または５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記ロジンエステルは、高温で前記微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、請求項１～６
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ロジンエステルは、前記ロジンエステルのニートガードナーカラーを少なくとも１
０％だけ下げるのに有効な流量で前記微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、請求項１～７
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ロジンエステルは、硫黄を含み、ここで前記ロジンエステルは、前記ロジンエステ
ル中の硫黄含有量を少なくとも５０ｐｐｍだけ減らすのに有効な流量で前記微細孔の多孔
質吸着剤の中を流れる、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　（ａ）活性炭を含む固定相の中にロジンを流す工程；及び
　（ｂ）ロジンエステルを形成するために前記ロジンをアルコールでエステル化する工程
、を含むロジンエステルの製造方法。
【請求項１１】
　水素化ロジンエステルを形成するために、前記ロジンエステルを水素化する工程をさら
に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　工程（ａ）の前に前記ロジンを不均化する工程をさらに含む、請求項１０または１１に
記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　他に記載しない限り、本明細書中で使用されるすべての技術的及び科学的用語は、開示
された発明が属する当業者によって通常理解されるものと同一の意味を有する。本明細書
中に引用した刊行物及び引用された資料は、明確に参照として含まれる。
［発明の態様］
［１］（ａ）ロジンエステルを形成するためにロジンをアルコールでエステル化する工程
；及び
　（ｂ）表面積５００ｍ２／ｇ～２０００ｍ２／ｇを有する微細孔の多孔質吸着剤の中に
前記ロジンエステルを流す工程、を含む、ロジンエステルの製造方法。
［２］前記ロジンは、トールオイルロジン、ガムロジン、ウッドロジン、またはその組み
合わせからなる群から選択されるロジンを含む、［１］に記載の方法。
［３］前記ロジンは、トールオイルロジンを含む、［１］または［２］に記載の方法。
［４］前記ロジンエステルは、ロジンエステルの全重量を基準として、少なくとも７５重
量％のエステル化ロジン酸を含む、［１］～［３］のいずれか１に記載の方法。
［５］前記ロジンエステルは、実質的に溶媒を含まない、［１］～［４］のいずれか１に
記載の方法。
［６］前記ロジンエステルは、２５℃で１，０００ｃＰ以下の粘度である、［１］～［５
］のいずれか１に記載の方法。
［７］工程（ｂ）が、微細孔の多孔質吸着剤を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流
す工程を含む、［１］～［６］のいずれか１に記載の方法。
［８］前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．０５ｍＬ／ｇ～０．４ｍＬ／ｇの範囲のミクロ
孔容積を含む、［１］～［７］のいずれか１に記載の方法。
［９］前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．１ｍＬ／ｇ～１．２５ｍＬ／ｇの範囲のメソ孔
容積を含む、［１］～［８］のいずれか１に記載の方法。
［１０］前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．１ｍＬ／ｇ～０．７ｍＬ／ｇの範囲のマクロ
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孔容積を含む、［１］～［９］のいずれか１に記載の方法。
［１１］前記微細孔の多孔質吸着剤は、活性炭を含む、［１］～［１０］のいずれか１に
記載の方法。
［１２］工程（ｂ）が、前記活性炭を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流す工程を
含み、ここで前記固定相は、さらに追加の炭素質材料を含む、［１１］に記載の方法。
［１３］工程（ｂ）が、前記活性炭を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流す工程を
含み、ここで前記固定相は、さらに追加の非炭素質吸着剤を含む、［１１］に記載の方法
。
［１４］前記追加の非炭素質吸着剤は、シリカを含む、［１３］に記載の方法。
［１５］前記活性炭は、粒状活性炭を含む、［１１］～［１４］のいずれか１に記載の方
法。
［１６］前記活性炭は、異なる平均孔径を有する二種以上の活性炭のブレンドを含む、［
１１］～［１５］のいずれか１に記載の方法。
［１７］前記ロジンエステルは、高温で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、［１］～［
１６］のいずれか１に記載の方法。
［１８］前記高温は、１５０℃～２８０℃の範囲の、［１７］に記載の方法。
［１９］前記高温は、１８０℃～２４０℃の範囲の、［１７］または［１８］に記載の方
法。
［２０］前記高温が２００℃～２２０℃の範囲の、［１７］～［１９］のいずれか１に記
載の方法。
［２１］前記ロジンエステルは、ロジンエステルのニートガードナーカラーを少なくとも
１０％だけ下げるのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、［１］～［２０
］のいずれか１に記載の方法。
［２２］前記ロジンエステルは、ロジンエステルのニートガードナーカラーを少なくとも
１ガードナーカラー単位だけ下げるのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる
、［１］～［２１］のいずれか１に記載の方法。
［２３］前記ロジンエステルは、ロジンエステルのニートガードナーカラーを少なくとも
１～２．５ガードナーカラー単位だけ下げるのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中
を流れる、［１］～［２２］のいずれか１に記載の方法。
［２４］前記ロジンエステルは、硫黄を含み、ここで前記ロジンエステルは、ロジンエス
テル中の硫黄含有量を少なくとも５０ｐｐｍだけ減らすのに有効な流量で微細孔の多孔質
吸着剤の中を流れる、［１］～［２３］のいずれか１に記載の方法。
［２５］前記ロジンエステルは、不活性雰囲気下で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、
［１］～［２４］のいずれか１に記載の方法。
［２６］前記微細孔の多孔質吸着剤は、固定床反応器内に配置される、［１］～［２５］
のいずれか１に記載の方法。
［２７］前記微細孔の多孔質吸着剤は、ある容積をもち、前記ロジンエステルは、ある流
量で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れ、ここで前記容積及び流量は、１．５時間以上の空
筒接触時間を生じるのに有効である、［１］～［２６］のいずれか１に記載の方法。
［２８］前記アルコールは、多価アルコールを含む、［１］～［２７］のいずれか１に記
載の方法。
［２９］前記多価アルコールは、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、トリメチレングリ
コール、グリセロール、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、ペンタエリト
リトール、ジペンタエリトリトール、マンニトール及びその組み合わせからなる群から選
択される、［２８］に記載の方法。
［３０］水素化ロジンエステルを形成するために、前記ロジンエステルを水素化すること
をさらに含む、［１］～［２９］のいずれか１に記載の方法。
［３１］前記水素化ロジンエステルは、少なくとも７０重量％のエステル化デヒドロアビ
エチン酸及びエステル化ジヒドロアビエチン酸を含み、ここで前記エステル化デヒドロア
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ビエチン酸対エステル化ジヒドロアビエチン酸の重量比は、１．３：１～１：２．５の範
囲の、［３０］に記載の方法。
［３２］前記水素化ロジンエステルは、少なくとも８０重量％のエステル化デヒドロアビ
エチン酸及びエステル化ジヒドロアビエチン酸を含む、［３１］に記載の方法。
［３３］前記エステル化デヒドロアビエチン酸対エステル化ジヒドロアビエチン酸の重量
比は、１．３：１～１：１．６の範囲の、［３１］または［３２］に記載の方法。
［３４］前記エステル化デヒドロアビエチン酸対エステル化ジヒドロアビエチン酸の重量
比は、１．２：１～１：１．５の範囲の、［３１］～［３３］のいずれか１に記載の方法
。
［３５］前記水素化ロジンエステルは、４以下のガードナーカラーを有する、［３０］～
［３４］のいずれか１に記載の方法。
［３６］前記水素化ロジンエステルは、１．５以下のガードナーカラーを有する、［３０
］～［３５］のいずれか１に記載の方法。
［３７］前記水素化ロジンエステルは、１６０℃の温度に３時間加熱した時に、ガードナ
ーカラー５以下を保持する、［３０］～［３６］のいずれか１に記載の方法。
［３８］前記水素化ロジンエステルは、４００ｐｐｍ未満の硫黄を含む、［３０］～［３
７］のいずれか１に記載の方法。
［３９］前記エステル化工程（ａ）の前に前記ロジンを不均化する工程をさらに含む、［
１］～［３８］のいずれか１に記載の方法。
［４０］（ａ）ロジンエステルを形成するためにロジンをアルコールでエステル化する工
程；及び
　（ｂ）前記ロジンエステルと、表面積５００ｍ２／ｇ～２０００ｍ２／ｇ、０．０５ｍ
Ｌ／ｇ～０．４ｍＬ／ｇの範囲のミクロ孔容積、０．１ｍＬ／ｇ～１．２５ｍＬ／ｇの範
囲のメソ孔容積、及び０．１ｍＬ／ｇ～０．７ｍＬ／ｇの範囲のマクロ孔容積を有する微
細孔の多孔質吸着剤とを接触させる工程、を含むロジンエステルの製造方法。
［４１］前記微細孔の多孔質吸着剤は、活性炭を含む、［４０］に記載の方法。
［４２］（ａ）ロジンエステルを形成するためにロジンをアルコールでエステル化する工
程；及び
　（ｂ）活性炭を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流す工程、を含むロジンエステ
ルの製造方法。
［４３］（ａ）少なくとも７０重量％のエステル化デヒドロアビエチン酸及びエステル化
ジヒドロアビエチン酸を含むロジンエステル、ここで前記エステル化デヒドロアビエチン
酸及びエステル化ジヒドロアビエチン酸の重量比は、１．３：１～１：２．５の範囲の；
及び
　（ｂ）５００ｍ２／ｇ～２０００ｍ２／ｇの表面積を有する微細孔の多孔質吸着剤を含
む組成物。
［４４］前記微細孔の多孔質吸着剤が活性炭を含む、［４２］に記載の組成物。
［４５］（ａ）ロジンエステルを形成するためにロジンをアルコールでエステル化する工
程；
　（ｂ）活性炭を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流す工程；及び
　（ｃ）水素化ロジンエステルを形成するために、前記ロジンエステルを水素化する工程
、を含むプロセスにより製造された水素化ロジンエステル。
［４６］活性炭を含む固定相の中に前記ロジンエステルを流す工程を含む、ロジンエステ
ルのガードナーカラーを下げる方法。
［４７］（ａ）活性炭を含む固定相の中にロジンを流す工程；及び
　（ｂ）ロジンエステルを形成するために前記ロジンをアルコールでエステル化する工程
、を含むロジンエステルの製造方法。
［４８］水素化ロジンエステルを形成するために、前記ロジンエステルを水素化する工程
をさらに含む、［４７］に記載の方法。
［４９］工程（ａ）の前に前記ロジンを不均化する工程をさらに含む、［４７］または［
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４８］に記載の方法。
［５０］前記ロジンが、トールオイルロジン、ガムロジン、ウッドロジン、またはその組
み合わせからなる群から選択されるロジンを含む、［４７］～［４９］のいずれか１に記
載の方法。
［５１］前記ロジンがトールオイルロジンを含む、［４７］～［５０］のいずれか１に記
載の方法。
［５２］工程（ａ）が、微細孔の多孔質吸着剤を含む固定相の中に前記ロジンを流す工程
を含む、［４７］～［５１］のいずれか１に記載の方法。
［５３］前記微細孔の多孔質吸着剤がは、０．０５ｍＬ／ｇ～０．４ｍＬ／ｇの範囲のミ
クロ孔容積を含む、［４７］～［５２］のいずれか１に記載の方法。
［５４］前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．１ｍＬ／ｇ～１．２５ｍＬ／ｇの範囲のメソ
孔容積を含む、［４７］～［５３］のいずれか１に記載の方法。
［５５］前記微細孔の多孔質吸着剤は、０．１ｍＬ／ｇ～０．７ｍＬ／ｇの範囲のマクロ
孔容積を含む、［４７］～［５４］のいずれか１に記載の方法。
［５６］前記微細孔の多孔質吸着剤は、活性炭を含む、［４７］～［５５］のいずれか１
に記載の方法。
［５７］工程（ａ）は、活性炭を含む固定相の中に前記ロジンを流す工程を含み、ここで
前記固定相は、追加の炭素質材料をさらに含む、［５６］に記載の方法。
［５８］工程（ａ）は、活性炭を含む固定相の中に前記ロジンを流す工程を含み、ここで
前記固定相は、追加の非炭素質吸着剤をさらに含む、［５６］に記載の方法。
［５９］前記追加の非炭素質吸着剤は、シリカを含む、［５８］に記載の方法。
［６０］前記活性炭は、粒状活性炭を含む、［５６］～［５９］のいずれか１に記載の方
法。
［６１］前記活性炭は、異なる平均孔径を有する二種以上の活性炭のブレンドを含む、［
５６］～［６０］のいずれか１に記載の方法。
［６２］前記ロジンは、高温で前記微細孔の多孔質吸着剤の中に流れる、［４７］～［６
１］のいずれか１に記載の方法。
［６３］前記高温は、１５０℃～２８０℃の範囲の、［６２］に記載の方法。
［６４］前記高温は、１８０℃～２４０℃の範囲の、［６２］または［６３］に記載の方
法。
［６５］前記高温は、２００℃～２２０℃の範囲の、［６２］～［６４］のいずれか１に
記載の方法。
［６６］前記ロジンは、ロジンのニートガードナーカラーを少なくとも１０％だけ下げる
のに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中に流れる、［４７］～［６５］のいずれか１
に記載の方法。
［６７］前記ロジンは、ロジンのニートガードナーカラーを少なくとも１ガードナーカラ
ー単位だけ下げるのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中に流れる、［４７］～［６
６］のいずれか１に記載の方法。
［６８］前記ロジンは、ロジンのニートガードナーカラーを１～２．５ガードナーカラー
単位だけ下げるのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中に流れる、［４７］～［６７
］のいずれか１に記載の方法。。
［６９］前記ロジンは硫黄を含み、前記ロジンはロジン中の硫黄含有量を少なくとも５０
ｐｐｍだけ減らすのに有効な流量で微細孔の多孔質吸着剤の中に流れる、［４７］～［６
８］のいずれか１に記載の方法。
［７０］前記ロジンは、不活性雰囲気下で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れる、［４７］
～［６９］のいずれか１に記載の方法。
［７１］前記微細孔の多孔質吸着剤は、固定床反応器に配置される、［４７］～［７０］
のいずれか１に記載の方法。
［７２］前記微細孔の多孔質吸着剤は、ある容積をもち、前記ロジンエステルは、ある流
量で微細孔の多孔質吸着剤の中を流れ、ここで前記容積及び流量は、１．５時間以上の空
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筒接触時間を生じるのに有効である、［４７］～［７１］のいずれか１に記載の方法。
［７３］前記アルコールは、多価アルコールを含む、［４７］～［７２］のいずれか１に
記載の方法。
［７４］前記多価アルコールは、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、トリメチレングリ
コール、グリセロール、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、ペンタエリト
リトール、ジペンタエリトリトール、マンニトール及びその組み合わせからなる群から選
択される、［７３］に記載の方法。
［７５］５００ｐｐｍ以下の硫黄を含む非水素化トールオイルロジンエステル。
［７６］前記非水素化トールオイルロジンエステルが、４００ｐｐｍ以下の硫黄を含む、
［５０］に記載の非水素化トールオイルロジンエステル。
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